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大勢の人で賑わったふるさとまつり。五鹿踊り(丸中)

豊麓ふるさとまっ野

十
一
月
十
四
日
、
豊
茂
公
民
館
、
小

学
校
を
中
心
に
「
豊
茂
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
大
勢

の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
で
七
回
目
と
な
る
こ
の
ま
つ
り

は
、
豊
茂
全
地
域
の
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
の
み
ん
な
が
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
に
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
も
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
多
彩
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し

た。
会
場
で
は
、
バ
ザ
ー
や
新
鮮
な
野
菜

が
並
ぶ
ふ
る
さ
と
市
、
し
し
肉
の
販
売

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
鍋
、
芸
能
発
表
会

や
も
ち
ま
き
、
ま
た
、
今
年
は

O
×
ク

イ
ズ
や
無
料
し
い
た
け
・
栗
の
つ
か
み

取
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
る
催
し
物
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
大
勢
の
見
物
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

(
関
連
記
事
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
)
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臨時会。金婚式など一一

長
浜
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
が
十

金

月
九
日
に
聞
か
れ
、
今
回
上
程
さ
れ
審

議
さ
れ
た
請
負
契
約
の
一
議
案
は
、
原

案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議案を上程する上田町長

れ
圭主新あ

要築に
自工需
品事附

皆
さ
ん
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま

し
た
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
に

よ
る
「
長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
」
の
新

築
工
事
は
、
五
億
九
千
七
百
四
十
万
円

で
株
式
会
社
一
宮
工
務
自
と
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

婚

祝

賀

会

五

十

年

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

十
一
月
一
一
日
、
町
体
育
館
大
ホ
l
ル

で
、
平
成
五
年
度
金
婚
祝
賀
会
が
行
わ

れ
、
ふ
一
品
婚
者
、
間
関
係
者
ら
合
わ
せ
て

約
六
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

町
内
で
今
年
結
婚
五
十
年
を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
婦
は
二
十
二
組
で
、
式
に
は

十
九
組
が
出
席
さ
れ
、
金
婚
者
紹
介
後
、

記
念
品
贈
呈
や
祝
吟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
宴
で
は
、
大
和
保
育
所
園

児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

松
栄
涼
く
ん
と
二
百
沙
緒
ち
ゃ
ん
が
お

祝
い
の
言
葉
を
、
中
川
裕
之
く
ん
と
菊

地
み
の
り
ち
ゃ
ん
が
、
大
石
軍
一
郎
・

ナ
ツ
エ
さ
ん
夫
妻
に
花
束
を
贈
呈
す
る

な
ど
、
金
婚
者
を
祝
福
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
は
次
の
方
々
で
す
。
〈
敬
称
略
〉

マ
津
田
鶴
雄
-
ナ
ミ
子
、
森
茂
夫
・
喜

久
子
、
小
川
泰
・
説
子
、
島
田
利
二
郎
・

ス
ギ
エ
(
以
上
長
浜
)
マ
大
石
軍
一
郎
・

ナ
ツ
エ
、
上
野
清
・
テ
ツ
子
(
以
上
沖

浦
)
マ
池
田
起
築
・
イ
ト
エ
(
今
坊
)

マ
有
友
忠
憲
・
一
子
(
櫛
生
)
マ
田
中

興
左
衛
門
・
幸
子
、
平
田
一
一
盛
・
和
子
、

堀
内
正
男
・
恵
美
子
、
河
村
末
賓
・
里

子
(
以
上
出
海
)
マ
藤
本
亀
雄
・
カ
ホ

ル
、
小
西
竹
男
・
モ
ト
エ
、
藤
田
勝
久
・

カ
ズ
子
、
叶
義
章
・
シ
ヲ
エ
(
以
上
下

須
戒
)
マ
菊
地
敏
・
ツ
ギ
工
、
富
田
利

好
・
ハ
ル
ミ
(
以
上
豊
茂
)
マ
平
井
豊

秋
・
松
子
、
坪
内
要
・
チ
エ
子
(
以
上

白
滝
)
マ
坪
内
重
雄
・
ミ
ノ
ル
、
小
西

繁
春
・
エ
ミ
子
(
以
上
柴
)

子
供
の
人
権
を

考

え

よ

う

第
四
十
五
個
人
権
週
間

毎
年
、
十
一
一
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

「
人
権
」
と
い
う
も
の
を
再
認
識
し
、

ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の

人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
し
て
み

る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
「
国
際
化

に
ふ
さ
わ
し
い
人
壁
恵
識
を
育
て
よ
、
之
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

「
子
供
の
人
権
を
考
え
よ
う
」
「
部
洛
差
な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

別
を
な
く
そ
う
」
「
女
性
の
地
位
を
高
の
方
々
で
す
。

め
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
長
浜
・
黒
田
進

等

を

実

現

し

よ

う

」

の

五

項

目

を

強

調

(

宮

5
2
1
0
3
6
9
)

事

項

と

し

て

い

ま

す

。

出

海

a

石

山

豊

子

供

の

い

じ

め

、

体

罰

問

題

、

差

別

、

(

雷

5
3
1
0
5
7
6
)

い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、
近
所
と
の
柴
・
土
居
孝
章

も

め

ご

と

な

ど

で

お

困

り

の

方

は

、

お

(

雷

5
4
1
0
0
0
2
)

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
ま
た
下
須
戒
・
菅
幸
子

は

そ

の

支

局

へ

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

相

(

宮

5
2
1
0
2
6
4
)

「
i
l
i
l
i
l
i
-
-
1
E
l
i
-
E
1
1
1
Hー

!
i
l
i
l
i
-
-
n
i
i
1
4

一

我

が

国

で

は

、

明

治

初

期

以

来

百

写

真

を

お

持

ち

の

方

一

一

二

十

年

の

間

に

九

十

近

く

の

動

く

橋

一

一

(

跳

開

橋

、

昇

開

橋

、

ご

連

絡

く

だ

さ

い

一

一

旋

回

橋

、

引

込

橋

)

こ

の

素

晴

ら

し

い

長

浜

大

橋

の

建

一

一
例
り
が
架
け
ら
れ
、
今
で
設
中
、
渡
り
初
め
な
ど
戦
中
、
戦
後
↑

一
一
階
何
〈
は
、
現
存
す
る
橋
は
を
間
わ
ず
、
時
代
を
描
写
し
た
写
真
一

一
へ

7
づ
二
十
数
橋
と
一
一
一
円
わ
れ
を
お
持
ち
の
方
は
、
役
場
企
画
調
整
一

一

ぐ

町

て

い

ま

す

。

課

(

雷

五

一

工

二

こ

ま

で

ご

一

一

勢

h
へ

そ

の

中

で

も

、

当

連

絡

く

だ

さ

い
o

よ
ろ
し
く
お
願
い
一

一

五

北

町

の

長

浜

大

橋

は

、

し

ま

す

。

一

一

Mvd
封

現

在

我

が

国

で

動

い

一

額

一

↑

軍

配

て

い

る

道

路

橋

と

し

一

建

一

F
一ML

一

一

役

浜

一

一

?

道

橋

て

は

最

も

上

口

く

、

そ

…

器

一

一

万

大

の

ス

ケ

ー

ル

等

に

お

一

一

世

話

一

一

説

持

い

て

も

、

日

本

屈

指

一

議

一

↑

L

日

…

の

も

の

で

あ

り

、

長

一

樹

、

ホ

一

一

章

浜

町

で

は

、

こ

の

橋

一

尚

一

二

一

を

生

か

し

た

町

づ

く

ん

一

品

開

一

一
り
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

o

九
一
部
一

ド」
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老
齢
基
礎
年
金
の

相
練
り
上
げ
請
求
は

慎

重

，~ 

Y ..... 

ノ

一一一一人権作文@年金関係

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六

十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
聞
で
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

の
希
望
に
よ
り
六
十
五
歳
以
前
で
あ
っ

て
も
、
支
給
開
始
年
齢
を
操
り
上
げ
て

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

「
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
」

と
云
一
円
い
ま
す
。

し
か
し
、
操
り
上
げ
請
求
す
る
場
合

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
一
度
請
求
す
る
と
、
後
で
請
求
を

取
り
消
し
た
り
、
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

②
受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求
し
た

年
齢
に
応
じ
て
図
の
よ
う
な
割
合
で
少

な
く
な
り
、
六
十
五
歳
以
降
も
こ
の
割

惨老齢基礎年金の繰上げ支給による減額率と
繰下げによる増額率

眺

一

崎

川

日
年

齢

支
給
開
始

ム
口
で
支
給
さ
れ
終
生
か
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

③
厚
生
年
金
の
加
入
者
と
な
っ
た
と

き
(
会
社
に
再
就
職
し
た
時
な
ど
)
は

年
金
の
支
給
が
停
ま
り
ま
す
。

④
請
求
し
た
後
で
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑤
老
齢
厚
生
年
金
や
老
齢
共
済
年
金

の
支
給
が
停
ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
頭
に
入
れ
ら
れ
、

繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
き
は
、
慎
重

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年

金
係
ま
た
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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約
そ
く
を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
た
一

Y
ち
ゃ
ん
も
悪
い
け
ど
、
私
だ
っ
て
、
一

よ
く
自
分
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

こ
と
を
わ
す
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
一

り
ま
す
。
そ
ん
な
自
分
の
こ
と
を
考
一

え
だ
す
と
、
昨
日
の
帰
り
、
あ
ん
な
一

に
お
こ
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
す
れ
る
一

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も

Y

一

ち
ゃ
ん
に
「
お
は
よ
う
。
」
と
、
一
百
二

い
ま
し
た
。
そ
の
あ
い
さ
つ
で
、
昨
一

日
か
ら
心
に
た
ま
っ
て
い
た
い
や
な
一

も
や
も
や
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
一

の
日
は

K
ち
ゃ
ん
と

Y
ち
や
ん
だ
け
一

で
な
く
、
ど
の
友
達
と
も
楽
し
く
遊
一

べ
ま
し
た
。
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
遊
一

べ
る
の
は
こ
ん
な
に
は
れ
ば
れ
と
し
一

て
、
い
い
気
持
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
一

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
だ
っ
て
、
い
さ
一

か
い
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
一

け
が
正
し
い
と
思
っ
て
、
相
手
ぱ
か
一

り
を
せ
め
る
の
で
は
、
ち
っ
と
も
い
一

い
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
一

こ
と
も
反
省
し
な
が
ら
、
だ
れ
と
で
一

も
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
一

す。
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W
H
O
(
世
界
保
健
機
関
)
は
、
一

九
八
八
年
に
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ

ズ
撲
滅
を
目
的
と
し
て
十
一
一
月
一
日
を

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
l
」
と
し
、
エ
イ
ズ

に
関
す
る
啓
発
活
動
等
の
実
施
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
今
年
二
月
現
在
で
患

者
五
百
五
十
四
人
、
感
染
者
二
千
六
百

一
人
が
報
合
さ
れ
て
お
り
、
最
近
患
者

の
急
増
と
と
も
に
感
染
の
全
国
的
な
広

が
り
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
経
路

に
つ
い
て
も
、
異
性
聞
の
性
的
接
触
に

よ
る
感
染
が
主
流
と
な
り
、
エ
イ
ズ
は
、

感
染
予
防
の
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
誰

ペ
ー
凹
|

ハ
t
し

一
ハυ
ハU

ん
ソ

エイズデー@検察審査会一

十
一
月

瞳
-置-差益

イン

松山市ほか エー
関
誌

イ
ズ
ヂ
ー

で
も
か
か
り
う
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
十
三
月
一
日
か
ら
一

週
間
を
「
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
と
し
、

エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、
患
者

に
対
す
る
社
会
の
差
別
を
な
く
す
た
め
、

次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
保
健
所
で
は
、
「
エ
イ

( 1992年12月現在)

ズ
予
防
週
間
)
に
関
係
な
く
エ
イ
ズ
に

関
す
る
相
談
を
受
付
け
、
血
液
検
査
も

原
則
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
講

演
会
に
お
け
る
講
師
の
派
遣
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
保
健
所
(
盟
二
四
l

一
一
二
六
五
)
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

提
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
の
仕
事

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た

l
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、
い

わ
ば
一
般
の
同
民
を
代
表
し
て
、
検
察

官
が
事
件
を
提
訴
し
な
か
っ
た
こ
と

(
不
提
訴
処
分
)
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に
?

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
提
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検
察
審

査
会
に
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
審

査
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
査
会

は
、
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
し
立
て
が

な
く
て
も
、
進
ん
で
検
察
官
が
不
提
訴

に
し
た
事
件
も
取
り
上
げ
て
審
査
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

審
査
員
の
選
び
方
は
?

ま
ず
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
、

選
挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
く
じ
で
検

察
審
査
員
の
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
検
察
審
査
会
事
務
局
が
再

び
く
じ
で
検
察
審
査
員
を
決
め
ま
す
。

ま
た
、
検
察
審
査
員
に
欠
員
が
で
き

た
と
き
や
検
察
審
査
員
が
審
査
会
議
に

欠
席
し
た
と
き
に
備
え
て
、
同
様
の
方

法
で
、
同
数
の
補
充
員
を
選
び
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
員
及
び
補
充
員
の

任
期
は
六
か
月
で
す
。

審
査
の
方
法
は
?

検
察
審
査
会
で
は
、
十
一
人
の
検
察

審
査
員
が
出
席
し
、
検
察
審
査
会
議
を

聞
い
て
、
事
件
の
記
録
を
調
べ
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
証
人
を
呼
ん
だ
り
、
実

地
見
分
を
し
た
り
し
て
、
検
察
官
の
不

提
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
審
査

検
察
審
査
会

事
務
届

し
ま
す
。審

査
の
結
果
は
?

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
更

に
詳
し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る
(
不
提

訴
不
当
)
と
か
提
訴
す
べ
き
で
あ
る

(
提
訴
相
当
)
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た

場
合
に
、
検
察
官
は
、
こ
の
議
決
を
参

考
に
し
て
事
件
を
再
検
討
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
提
訴
を
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
と
結
論
に
達
し
た
と
き
は
、
提
訴
の

手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
は
、

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
局
内
・
大
洲

検
察
審
査
会
事
務
局
(
二
四
l
二
O
二一

八
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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訴
今年は栗・しいたけの無料つかみ

取りコーナーを設置(豊茂)

みんなそろって一輪車の大行進(豊茂)

企庁
すっかり名物となった
しし肉のバーベキュー(豊茂)

寄る大勢の人で娠わった
特産品市とバザー会場(櫛生)

威勢よく祭りを盛り上げた嵐太鼓(豊茂)

最
志
、
八
幡
浜
・
丙
宇
和
地
区
で
は
、

講
習
会
な
ど
と
一
円
っ
て
人
を
集
め
、
こ

と
わ
り
に
く
い
雰
囲
気
に
し
た
う
え
で
、

高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
商
法
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
悲
質
な
商
法
に
令

わ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
な
ど
十
分

注
窓
し
ま
し
ょ
う
。

タ
コ
め
げ
は
電
線
の

な
い
所
で
行
い
ま
し
ょ
う

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
タ
コ
あ
げ
は
、
電
線
に
ふ
れ

る
お
そ
れ
の
な
い
と
こ
ろ
で
行
い
ま
し
ょ

も
し
、
タ
コ
が
、
電
線
に
か
か
れ
ば
、

自
分
で
は
取
ら
ず
に
、
最
寄
り
の
四
国

電
力
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
う
っ
か
り
契
約
を
結
ん
だ
場

合
も
、
ク
l
リ
シ
グ
オ
フ
(
消
費
者
が

無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
方
法
)
な

ど
で
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
大
洲
警
察
署
(
二
四
i
一
二
七
五
)

ま
た
は
人
幡
浜
地
方
局
の
県
民
生
活
課

(
O
八
九
四
1
二
四

l
二一七

0
0
)
ま

で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

料 交通事故ご相談
。電話でのご相談もお受けします。

特0899-45 -2335 
日]月曜から金曜午前9時30分から12時

午後l時から4時30分(祝祭日を除く) / 

i弁護士相談R]毎週木曜日午後1時から4時 ! 
なお詳しくは、社団法人日本損害保険協会松山自動車保険l

請求相談センター(怨0899-45 5500)まで

談

無

{相
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現在長浜町の掛政
財政状況の公表

長浜町の財政事情の作成および、公表Jこ
関する条例により平成 6年度 9月末現

在の財政状況を公表します

平成 5年12月長浜町長上田邦彦

議出(i:憂うお金)

国民健康保険

人 ~o1.~雪予算額 961 ， 1801 円
川…

--lA(!i' ( ~6' 

明子窓口::;:::!Jl
一

円

円

円

一

ゴ

1

1

1

工
1

一

ω

7

9

ハ
同

υ

a

A
サ

ウ

t
i

り
J

U

O

凸

n
y

-

-

A

Z
刈
斗

A

d

ハ
守

健

L

ロ

本

額

額

額

，1

干

済

済

l

x

i

入

出

ノ

予

収

支

老

港湾施設事業 一一I

予算額 17，655千円 1

収入済額 4，270千円

支出i斉額 8，584千円

国民睦康保険直営診療所「

総予算額 l:!~'~収入済額 1，680千円|

騒革支出済額 山千円!

住宅新築資金等貸付事業「

( fも 予算額 31，069千円l

~I 収入済額 5.705千円i

諒打A 支出済額 13.406千円|

簡易水道事業 一 一 「

ピコ 予 算 額 57.892千円1

I~ ，福 収入時 203千円i
除坐3 支出済額 23，002千円|

計

6.995，586 (T円)

1，881.914 (了円)

26.9(% ) 

水道事業会計

収益的収入済額

収益的支出済額

82，6日千円

76，956千円

工業用水道事業

収益的収入済額

収益的支出済額

10，716千円

9，176千円

税別収入状況 (単位千円)



「

平成 5年度管月末

議入(はいるお金)

{意円 5

o 0 
4 

行額執 算額予

3 す入
1亡、る

入に 定予

2 つの
た金
金額
額 )

I 

円

費目別
地方

町債
国庫

県支出金 町税 繰越金 繰入金
分担金 地方

諸収入
イ吏用料 自動車取得

財産収入 その他 言「交付税 支出金 負担金 譲与税 手数料 税交付金

予算額 2，723，52 811，423，250 636，608 612，025 561，767 371，052 258，460 100，331 80，000 59，604 58.177 50，000 43.782 17.002 6，995，586 ¥ r円)

執行額 1，992，34 21 246，750 46，504 20，133 580，196 371，052 。47，706 29，760 34t  1977129?276 17，498 4，417 11，177 ，1，431，7型自 (千円)

(執行率) 73.2 17.3 7.3 3.3 103.3 100.0 。。 47.5 37.2 50.1 35.0 10.1 65.7 49.1 (%) 
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整備が進む町道大平線

完成が待たれる戒JlI小学校へき地集会室

、謹話陪
E 章

改修が進められる拓海の港湾岸壁



健康には気をつけましょう一一一

持
伊

フウゼは百病の長!万病のもと
朝夕めっきり寒くなり、カゼを心配する季節になりました。

カゼ、は、「百病の長」とか「万病のもと」ということわざがあるよう

に、決して安心はできない病気です。今まで、カゼの定義ははっきりし

ていませんでしたが、戦後 20数年間イギリスの国立「普通感冒研究所」

があげてきた数々の業績に基づいて、「カゼとは、ある一群のウイルス

によって起こる急性伝染性の呼吸器感染症で、人から人へと伝染する病

気である。」と定義しようということになりました。

カゼの中でもインフルエンザ(流感)は、インフルエンザ。ウイルスによって起こる急性伝染性の

呼吸器感染症で、特徴としては寒気とともに突然発病し、頭痛、筋肉痛、強い疲れやだるさを感じる

ことがあげられます。一般的にお年寄りは、病気に対する抵抗力が低く、特に肺炎に対する抵抗力は、

若い人に比べはるかに低下しており、本人や家族が伝染したと気づく前に、重症化する場合もありま

す。

そして、昔結核にかかった人が、肺炎のために再び結核をぶり返してしまうこともあり、また、大

人がかかった鼻カゼ、が、カゼに対して抵抗力の弱い赤ちゃんに感染すると、肺炎につながることもあ

りますので、幼い子供のいる家庭はくれぐれも気をつけてください。

カゼの予防とその感染
カゼをこじらせない秘訣は「無理をしないJこと。すなわち、安静・保温・加湿に努め、消化のよ

ふつうのカゼとインフJレ工ンザの違い い栄養食をとっていれば、普通は数日で自然に

治ります。しかし、カゼの中でも、インフルエ

ンザにかかったような時ゃいつものカゼとちょっ

と違った自覚症状のあるカゼをひいた時は、早

めに診察してもらい、健康で明るい毎日を送り

ましょう。

ふつうのカゼ インフル工ンザ

ライノウイルス、アテーノ インフルエンサごウイル
ウイルス、コロナウイル スA、目、 C

病 原 ス、エコーウイルス、コ
クサツキーウイルスなど
多数

潜伏期間 1 ~ 3日 1~2 日

発 症 急性 突発的に

初期症状 鼻腔・咽喉の乾燥感、クシャミ 悪寒、頭痛

主な症状 鼻汁、鼻づまり 高熱、全身痛

悪 寒 軽く、短期間 両度

発 熱 多くは37.50C以下 39"C ~40"Cが3~5 日続く

全身痛、関節痛、簡肉痛 ほとんどない 高度

f巻 怠 3事 ほとんとない 局度

鼻道症状 初期から著しい 後期に著しい

日因 5頁 やや充血 充血、属桃炎を併発

結 膜 ない 充血
気管支炎、インフルエ

i dEbコh 併 症 ない ンザ、肺炎、細菌性脈
炎、膿胸

カゼ予防の 7か条
①バランスのとれた食事をとって、普段から

栄養状態をよくしておく。 ②過労・睡眠不足

が重ならないように心がける。 ③部屋の換気

はこまめに行う。 CI冬季は室内を加湿する。

⑤突然の寒さにさらされないようにする。⑥ビ

タミン(特にAとC)を十分にとる。 ⑦外出

から帰ったら、手洗い、うがいを必ずする。
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柴

の

桜

田

さ

ん

長
浜
の
二
宮
さ
ん

j
秋
季
国
体
に
出
場
j

十
月
二
十
四
日
か
ら
六
日
間
、
徳
島
・

香
川
の
両
県
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
八

回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
に
、
市
↓
町

か
ら
柴
の
桜
田
和
夫
さ
ん
(
六
-
)
と

長
浜
の
二
宮
金
之
助
さ
ん
(
六
九
)
が

出
場
し
た
。
桜
田
さ
ん
は
相
撲
成
年
男

子
の
監
督
と
し
て
出
場
し
、
男
子
成
年

二
部
が
五
位
に
入
賞
、
ま
た
、
二
宵
さ

ん
は
弓
道
成
年
男
子
遠
的
の
選
手
と
し

耐
火
の
田
刷
、
む

マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と

チ
ビ
ッ
コ
防
火
パ
レ
ー
ド

十
一
月
十
目
、
長
浜
幼
稚
園
に
よ
る

チ
ピ
ッ
コ
防
火
パ
レ
ー
ド
が
本
町
中
心

に
行
わ
れ
、
園
児
、
長
浜
消
防
支
署
職

員
、
保
護
者
ら
合
わ
せ
て
約
百
五
十
人

一一一一ルボ@文芸

て
出
場
し
、
惜
し
く
も
入
賞
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。J) 

J与{h;4V

が
参
加
し
た
。
こ
れ
は
、
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、
火
を
使
、
つ
こ
と
が

多
く
な
る
時
季
、
町
内
か
ら
火
事
を
な

く
そ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
園
児
ら

は
、
ま
と
い
衣
装
に
ね
じ
り
は
ち
ま
き

で
、
「
火
の
崩
心
」
と
防
火
を
呼
び
か

7
た。春

に
は
サ
ツ
キ
が
満
開

ー
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

花
壇
完
成
;

」
の
ほ
ど
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ゲ
l

派
遣
を
前
に

マ
ナ
ー
や
生
活
習
慣
を

ー
海
舛
派
遣
団
事
前
学
習
会

i

集中して弓を引く二宮さん

十
一
月
十
日
、
町
体
育
館
で
第
二
団

長
浜
町
青
年
海
外
研
修
の
事
前
学
習
会

が
講
師
を
招
き
行
わ
れ
た
。

こ
の
派
遣
は
、
国
際
的
な
視
野
と
感

覚
を
も
っ
た
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
異
文
化
を
肌
で
体
験
し
、
市
民
レ

ベ
ル
の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
団
員
ら
は
、

派
遣
先
の
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
国
民

性
、
生
活
様
式
マ
ナ
ー
な
ど
の
講
師
の

説
明
に
熱
心
に
一
斗
を
傾
け
て
い
た
。

ト
ボ

1
ル
場
横
に
花
壇
が
完
成
し
た
。

こ
れ
は
、
さ
わ
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
「
宝
く

じ
助
成
事
業
」
に
よ
り
造
ら
れ
た
も
の

で
、
花
壇
に
は
約
二
百
本
の
サ
ツ
キ
が

植
栽
さ
れ
、
春
に
は
満
聞
の
サ
ツ
キ
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
今
回
の
派
遣
団
員
は
次
の
方
々

で
す
。
松
本
正
志
、
山
本
巧
、
丸
井
幸

造
、
鎌
田
智
子
、
大
本
昭
裕
、
矢
野
晃
、

上
満
徹
、
丸
山
番
一
、
上
川
慶
信
、
垣

見
正
志
〈
敬
称
略
〉

園

長見

直

亘

ー
櫛
生
短
歌
会

l

きれいに整備された花壇

夜
の
長
し
思
ふ
は
山
家
に
永
ら
へ
て
独

り
病
み
な
ば
如
何
に
堪
ふ
べ
き

渡
辺
仁
之
助

病
む
母
を
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
お
祭
り
の

行
列
見
せ
に
行
き
し
日
も
あ
り

西
国
チ
ヅ
ル

小
田
町
の
ふ
る
里
村
の
水
車
小
屋
幼
な

き
日
偲
ぶ
わ
ら
ぶ
き
の
屋
根

工

藤

春

子

棟
上
げ
の
四
方
固
め
の
鏡
餅
ひ
ろ
げ
し

前
掛
の
中
に
と
び
こ
む谷

井

光

恵

来
年
の
肥
に
か
な
ら
ぬ
冷
害
の
稲
を
な 熱心に耳を傾ける団員たち

ぎ
倒
す
み
ち
の
く
の
農
家

沢
井
か
め
代

野
良
帰
り
石
垣
に
ゆ
る
る
野
菊
あ
り
手

折
り
て
卓
の
飾
り
と
な
し
ぬ

波
多
野
小
千
代

お
願
ひ
の
連
呼
こ
だ
ま
す
谷
あ
ひ
に
哲

し
の
し
じ
ま
木
犀
匂
ふ生

田

八
重
子

信ド

旬

H

櫛
生
小
学
校
H

虫
が
な
く
声
ひ
び
か
せ
て
音
楽
会

五

年

松

並

愛

弥

秋
の
風
お
ち
ば
を
集
め
て
ふ
き
だ
ま
り

五

年

下

坂

諒

子

ょ
っ
だ
い
こ
た
い
こ
の
音
が
町
ひ
ぴ
く

五

年

児

玉

龍

治

秋
の
色
い
な
ほ
の
金
色
ま
ぶ
し
い
よ

五
年
松
浦
美
奈
子

山
道
の
つ
わ
ぶ
き
の
花
心
晴
れ

五

年

漂

井

麻

美

風
が
吹
き
木
の
葉
も
ひ
ら
ひ
ら
ま
い
落

ち

る

六

年

清

水

み

よ

夏
プ
l
ル
み
ん
な
泳
い
で
楽
し
い
な

六

年

桑

野

拓

秋
祭
り
い
つ
も
と
ち
が
う
風
景
だ

六

年

山

本

沙

織

夏
の
日
は
す
い
か
を
食
べ
て
せ
ん
風
機

六

年

増

田

智

樹

夕
焼
け
が
静
か
な
海
に
し
ず
ん
で
く

六

年

坂

田

綾
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係関彰表

表

童夢さ
ん

国
保
事
業
で
大
臣
表
彰

の
内
向
民
間
苅
地
敏
行
さ
ん

(
七
七
)
は
、
長
年
に
わ
た
り
同
民
健

康
保
険
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
十
月
十
三
円
、
大
内
厚
生

大
臣
よ
り
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

十
月
二
十
五
日
、
役
場
こ
階
会
議
室
で

竹
田
昭
彦
八
幡
浜
地
方
同
大
洲
出
張
所

長
か
ら
さ
れ
ま
し
た
。

谷
本
護
幸
さ

統
計
調
布
で
ム
人
臣
表
彰

」
汀
十
八
川
、
松
山
市
で
統
計
の
日

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
豊
茂
の
谷
本

一
夜
中
さ
ん
一
六
一
-
二
位
、
長
年
に
わ
た

り
農
林
水
産
統
計
情
報
業
務
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
畑
英
次
郎

農
林
水
産
大
臣
よ
り
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
十
月
十
九
日
、
自
宅
で
森
田

博
四
国
農
政
同
愛
援
一
統
計
情
報
事
務
所

大
洲
出
張
所
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
ο

U

れ
ん

い
し
一
々
C

一本
一
小
〈
ロ

一の
、一一彰

、一一表臣大

奥
野
期
太
君
ほ
か

海
づ
く
り
大
会
で
知
事
賞

彰状と記念品が手渡される菊地さん

十
一
月
十
二
一
川
、
松
山
市
で
沼
卜
二
一

回
全
国
豊
か
な
海
づ
ぐ
り
大
会
記
念
、

海
を
愛
す
る
子
供
だ
ち
作
品
展
入
賞
作

品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
桧
間
部
門
で

県
下
小
・
中
学
校
ム
円
わ
壮
一
ご
応
募
一
一
千

九
百
十
六
点
中
、
奥
野
期
太
君
(
大
和

小
四
年
)
の
作
品
「
つ
れ
た
よ
」
が
知

事
賞
に
、
渡
壁
太
一
君
(
大
和
小
五
年
)

の
作
品
「
つ
れ
た
よ
」
が
水
産
凶
体
推

進
協
議
会
長
賞
に
、
寺
岡
勇
一
君
(
長

浜
小
五
年
)
の
作
品
「
働
く
人
(
漁
具

の
手
入
れ
一
が
佳
作
に
入
賞
し
、
ぞ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
知

事
貨
に
入
賞
し
た
奥
野
君
辻
、
翌
七
日

に
開
催
さ
れ
た
「
海
づ
〈
り
大
会
」
会

場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
伊
賀
貞
雪
愛

媛
県
知
事
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

由
一
胡
由
相
次
部
さ
ん

高
齢
者
福
祉
功
労
で
表
彰

十
月
五
日
、
松
山
市
で
行
わ
れ
た
第

三
十
一
六
同
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
、

長
浜
の
島
田
梅
次
郎
さ
ん
(
八
O
)
は、

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
社
活
動
に
精
励

し
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
高
齢
者
福
祉
関
係
功

労
者
と
し
て
、
伊
賀
貞
雪
愛
授
県
知
事

よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
c

菊
地
生
亀
さ

知事賞に輝いた奥野君

青
少
年
健
全
育
成
で
表
彰

十
一
月
十
一
日
、
松
山
市
で
愛
媛
県

少
年
補
導
委
員
研
修
大
会
が
聞
か
れ
、

豊
茂
の
菊
地
牛
亀
さ
ん
(
六
八
)
は
、

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
補
導
委
員
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
非
行
防
止
、

健
全
育
成
に
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
伊
賀
貞
雪
愛
媛
県
知
事
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

松
岡
タ
ミ
子
さ
ん
ほ
か

地
域
福
祉
で
表
彰

愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会

知事表彰の島田さん

十
月
一
一
十
八
日
、
松
山
市
で
第
四
十

一
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
が
聞
か
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
次

の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

沖
浦
の
松
岡
タ
ミ
子
さ
ん
(
七
一
一
)

は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
と
し

て
、
長
浜
の
船
津
喜
久
男
さ
ん
(
六
六
)

は
社
会
福
祉
奉
仕
者
と
し
て
伊
賀
貞
雪

愛
媛
県
知
事
表
彰
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

長
浜
の
田
淵
音
治
さ
ん
(
六
七
)
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
と
し
て
、

F
須
戒
の
下
田
美
澄
さ
ん
(
五
一
一
一
)
は

社
会
福
祉
施
設
功
労
者
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
門
出
圭
三
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議

会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
坊
の
伊
藤
ヨ
シ
子
さ
ん
(
六

O
)

は
奉
仕
功
労
者
と
し
て
、
高
橋
国
栄
愛

媛
県
共
同
募
金
会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

知事表彰の菊地さん

櫛
生
小
学
校

P
T
A

優
良
P
T
A
で
表
彰

十
一
月
九
日
、
松
山
市
で
第
三
十
九

回
愛
媛
県
P
T
A
大
会
が
行
わ
れ
、
櫛

井
小
学
校
P
T
A
(
清
水
志
朗
会
長
)

は
、
児
童
の
健
全
育
成
と
家
庭
教
育
の

振
興
に
努
め
た
功
績
に
よ
り
、
平
成
五

年
度
優
良
P
T
A
と
し
て
、
矢
野
順
意

愛
媛
県
教
育
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

浦
上
富
雄
さ

学
校
保
健
功
労
で
表
彰

知事表彰の浦上さん

十
月
十
三
日
、
松
山
市
で
聞
か
れ
た

愛
媛
県
学
校
保
健
大
会
で
、
長
浜
の
歯

科
医
師
浦
上
富
雄
さ
ん
(
六
八
)
は
、

長
年
に
わ
た
り
町
内
の
登
校
医
師
と
し

て
学
校
保
健
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
学
校
保
健
功
労
者
と
し
て
、

吉
野
章
愛
媛
県
学
校
保
健
会
々
長
よ
り

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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久
井
君
ら
優
勝

ー
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
1

十
月
十
四
日
、
長
山
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
町
内
小
学
校
降
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
〕
一

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
わ
で
す
。

子

男
一
し
八
十
例
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①
久
井
宏
通
(
大
和
)
8

秒
9
②
川
上
将
史
(
長
浜
)
8
秒
9
小

津
井
元
貴
(
喜
多
灘
)
9
秒
l

一行門別

}
①
浜
田
心
(
長
一
山
)
凶
秒
9
②
尾
上

敏
昭
(
大
和
)
円
秒
3
一
万
一
福
村
範
人

(
白
滝
)
団
沙
7
{
六
十
m
ハ
ー
ド
ル

一
①
尾
上
敏
開
(
大
和
)
凶
秒
2
②
松

間
優
(
長
浜

)
M
秒

2
③
堀
田
呂
志

(
出
海
)
日
秒
1

{
走
幅
跳
一
①
久
井

女

子

一
六
十
例
}
①
玉
川
喜
沙
(
喜
多
灘
)

9
秒
6
②
白
石
貴
恵
(
白
滝
)
9
秒
7

③
横
山
広
美
r

長
浜
)
9
秒
8
{
百
m

一
①
窪
裕
子
(
柴
)
日
目
秒
0
③
坂
田
綾

(
櫛
牛
)
山
秒
l
一
叩
上
満
佳
乃
(
白
沌
)

日
秒
1

一
六
十
川
ハ
ー
ド
ル
一
①
玉
川
十
月
一
一
卜
一
日
、
内
子
町
で
喜
多
郡

J

小
学
校
陸
上
競
技
大
会
並
び
に
中
学
技

一

⑭

や

さ

し

く

活

動

的

に

、

幸

福

な

人

Z
送
っ
て
ほ
し
い
一
新
人
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

一

日

主

と

願

い

を

こ

め

て

名

付

け

ま

し

た

c

一
な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
c

e
j
~
一

y

人
か
ら
交
さ
れ
、
そ
し
て
愛
す
る
こ
と
の
で
き
る
女
町
田

ヂ

ん

こ

:
J
J
J
F
K主
主
主
選
¥
一
男
子
(
町
内
小
学
生
の
み
)

一

三

十

ド

ト

ト

轟

震

疋

動

卸

一

一

六

十

問

}

②

川

上

室

長

浜

)
8

一

一

立

る

思

い

ま

す

o
f
k
J
v
J
L
f
J川
崎
一
一
泊
一
秒
9
③
久
井
宏
通
(
大
和
)
9
秒
1
{

一

づ

き

紀

錯

し

ι
h
k
k一位
郎

一

六

十

m
ハ
ー
ド
ル
一
①
尾
上
敏
昭
(
大

一
市
さ
車
騒
醇
静
静
態
お
立
山
町
前
九
日
日

前

高

騒

騒

盛

田

闘

騒

騒

蹴

醸

成

一

例

お

一

心

天

井

宏

通

(

大

和

)42

難
韓
議
輔
翻
輔
園
田
醸
厭
離
臨
輔
一
平
一

f

一九

Ji--
一

一

一

自

(

父

l

引
ド
叶
円
叶
合

fぺ
一
走
高
跳
}
③
川
上
将
史
(
長
浜
)
1
M

」
出
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
}
①
津
井
元

上
君
ら
霞
勝

ー
都
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
1

女
子
(
町
内
小
学
生
の
み
)

開
問
)

一
六
十
例
}
③
玉
川
喜
沙
(
喜
多
難
)

9
秒
5

一
六
十
m
ハ
ー
ド
ル
一
①
玉
川

川
喜
沙
(
喜
多
灘
)
叩
秒
6
③
白
石
費

恵
(
白
滝
)
日
秒
3
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
}
②
平
岡
竜
子
(
喜
多
灘
)
却
刑

4
 

つ臼

女
子
(
町
肉
中
学
生
の
み
)

(長浜)

一
百
例
}
一
年
:
・
②
馬
場
あ
ゆ
み
日
秒

7
マ
一
一
年
:
①
村
上
こ
ず
え
日
秒
7

一

二
百
ヰ
①
久
保
真
由
美
初
秒
8
②
紙

本
響
子
担
秒
4
{
八
百
問
}
②
山
本
あ

か
ね
2
分
組
秒
8

一百

m
ハ
ー
ド
ル
}

⑦
村
上
こ
ず
え
口
秒
4
③
紙
本
響
子
四

秒
8

一
定
高
跳
一
③
尾
上
由
香
里
1
m

回
一
走
幅
跳
一
②
山
本
あ
か
ね
4
m
u

④
矢
野
順
子
4
m
l
一
砲
丸
投
げ
一
③

深
井
佳
代
7
m
ω

一
四
百

m
リ
レ
l
}

大
会
新
:
・
①
長
浜
(
村
上
町
久
保
・
紙

本
・
馬
場
)
臼
秒
2

一一一一一歳です・ふるさとめぐり

男
子
(
町
内
中
学
生
の
み
)

一
百
m
}
一
年
:
・
①
袖
野
雅
夫
ロ
秒
8

③
兼
高
雄
也
日
秒
5
マ
二
年
:
・
②
玉
井

健
太
郎
口
秒
3

一
四
百
ヰ
②
池
田
政

情

ω秒
7

一
二
千

m
一
②
白
石
貴
之
江

分
4
秒
5
E百
十
例
ハ
ー
ド
ル
}
②
玉

井
健
太
郎
却
秒
3
{
走
高
跳
}
③
増
田
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月

防は
止
月ぐ
問中
で者
す

印刷府岸本印刷

ふ
ぐ
の
毒

は
猛
毒
で
す
ぐ

未
免
許
取
得

者
の
調
理
は
、

危
険
で
す
の

平成 5年12月i日発行

睦.ì'~毎@空
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一
応
募
資
格
}
十
八
歳
以

上
、
二
十
七
歳
未
満

一

一

給

与

}

初

任

給

(

十

一
四
万
二
千
八
百
円
)
期
ぶ
、
勤
勉
手

一
汗
(
年
三
回
:
・
合
計
五
三
か
月
分
一
一

一
の
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条

件
等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
衣
食
住
一
氏
事
、
宿
舎
料
が
無
料

で
く
れ
ぐ
れ
も
や
め
ま
し
ょ
~
っ
。

寄
付
揮
納

。
沖
縄
問
小
の
上
原
清
斧
さ
ん
:
現
金
二

ト
万
円
(
学
校
施
設
教
材
備
品
な
ど
の

購
入
賓
と
し
て
)
を
長
浜
町
へ
。

の
他
、
被
服
等
も
す
べ

給

ま

た

は

ほ

与

さ

れ

ま

す

ハ

一

一
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
一

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一

一
任
朋
三
一
年
団
ヒ
)
満
了
時
・
:
一

百
日
(
五
十
四
万
五
千
三
百
円
)

任
期
(
三
年
a

海
上
、
航
空
)
満

f

時
:
白
百
五
十
日
分
一
一
八
寸
九
万
五
千

九
百
円
)
そ
の
後
の
任
期
(
二
年
一

毎
に
、
二
百
日
分
七
十
五
日
分

訪
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
む
M
I

4
1
2
3
)
中
正
で

ψJ 

婚

ん
ル

さ
ブ

mny 

-

-宏
カ

井
の

古
ん

は
さ

プ
紀

ツ
美

t
ト。，

日川
A

守
叩
月
届
出
分
(
敬
称
略

イ主

戸斤

氏

名

田 井

ーら宏

長出下仁黒白下
m 主f[

J兵海戒久 LUi竜戒

判事実 J主 子 仁 紀 和

お
髄

お
め
で
と
う
刀

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

菊

地

明

東

敦

弘

久

保

幹

男

三

本

章

夫

中
見
富
士
雄

予
見
土
口
章

清

水

群

司

お
く

み

一長長長長二長
男男女女女男女

さ
調fi康~tム fペコ有T心主宇谷三
木>_祐再来己きか希き吾ご子二

山
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

櫛

生

ド
頁
戒

白

滝
下
須
戒

出

海
長

浜

松
田
キ
サ
コ

宇
都
宮
志
賀
子

井
上
サ
カ
ヱ

岡

村

詩

高

演

川

健

一

岩

城

五

市

(
八
一
)

(
七
二
一
)

(
八
九
)

(
八
六
)

(六一一一)

(八

O
)

小学校一年生の教室で先生

が鰻(うなぎ) の 顕 を 十 個 故

べ て算 数の 托業を始めた。児

童たちは、日を丸くして驚し 3

たという話を聞いたこと 7)~あ

乏》ハこれは、指導警に遁頭と

あるのを鰻の頭 と 見 間 違 え た

という笑い話。「独壇場!と

しミう， j 菜、 こ;fL は id!虫ji主主湯」

の「也(せん)Jを「壇(だ

んはと見|首j違えたのが、い

つの間にか見間違いの方カミ

売支になったという次第。「鰻

¥J([jが!鰻の顕|に変わるこ

とはまずあるまいが、言葉を

文字で表す11'!y，偶守 il-¥J:i支えた

人の文字ァヂ止しいとされ、言

葉そのもの迄変わってし主う

例はいくつもある。本来「洗

雌(せ/しでき) Jであコたも

のを誰かが(せん じ よ う j と

読み間違えてから、以来(せ

んじよう)が汗通になってし

まった(今は「洗浄!と書く

f川。漢字制限で輿論(よろ

ん)の「興」に代えて「世」

を用いた九(よろん)がしミつ

の問にか(せろ ん ) と 読 ま れ

新記が出来たのも同様。十

月の別称を「師走(しわす )J

というのが旧仮名づかし、では

(しはす)と書 く の で 、 今 で

は(しはす)と 読 む 人 も 結 構

多い o I I葉はnすに連れて生ま

れたり死んだりする。

広報ながはま

喪

、車翠調副胴幽・・lz=7

ヘ

沖

浦

/

須

沢

一

室

茂

J

仁

久

へ

沖

浦

/

中

甫

ヘ

長

浜

/
五
十
崎
町

¥

長

浜

一
大
洲
市

上辻福 i主同鎌鎌上本市

田田

良由ユ
カ
リ

良

治
千
恵
美

田本田L1J 日聖子

鋼
一
集
後
一
配

!尼
名

師
走
に
入
り
、
何
か
と
忙
し
い
日
が

続
く
と
思
い
ま
す
。
忙
し
い
の
「
忙
」

3

と
い
う
字
は
、
「
心
を
亡
く
す
る
」
と

い
う
意
味
を
表
し
ま
す
が
、
な
る
ほ
ど

と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
忙

し
さ
の
あ
ま
り
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
っ

て
、
肝
心
な
事
を
忘
れ
た
こ
と
な
い
で

す
か
っ
(
私
は
、
終
わ
っ
た
こ
と
は
忘

れ
よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
な
の
で
す
が
、

こ
の
時
季
よ
く
頭
を
抱
え
ま
す
。
)

さ
て
、
年
の
瀬
も
近
づ
き
、
疲
れ
が

(
飲
み
:
・
つ
)
た
ま
っ
て
く
る
と
、
肩

こ
り
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

季
節
柄
、
衣
服
が
重
く
な
り
、
運
動
も

不
足
が
ち
に
な
る
こ
と
な
ど
が
、
肩
こ

り
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
よ
、
つ
で
す
。

解
消
方
法
と
し
て
は
、
軽
い
運
動
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
入
浴
、
ト
分
な
睡
眠
な

ど
が
効
果
的
で
、
ビ
タ
ミ
ン

B
1
を
多

く
含
む
食
べ
吻
を
と
る
と
い
い
そ
う
で

す
。
何
か
と
多
忙
な
こ
の
時
季
、
健
康

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
、
明
る
い
新

年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
(
い
)

数

人口をふやしましょう

10月末現在 eJ江月との上七車交

10，956人 12入滅

人 仁1 (男 5，122人) (男 7人減)
fてち，834人 女日人減

ト日:イu:数 3，733ilt帯 2tli:-miJi円

帯世口人


